
 

 

みなさんのご意見をお聞かせください！ 

平成２７年１～２月に，学区内にお住まいのみなさまを対象に，意見交換会を

開催します。安心して住み続けられるまちをつくるため，今後取り組んでいくべ

き対策や「六原学区をこんなまちにしていきたい！」といった，みなさんのご意

見やアイデアをお聞かせください。より良い『防災まちづくり構想』をつくるた

め，たくさんのご参加をお待ちしております！ 

日程は決まり次第，
ご連絡します！ 
 

 
 

 
  

『防災まちづくり構想』の策定に向けて， 

ワークショップを開催しました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成２６年１２月１０日，六原自主防災会・町部長リーダー研修において，『六

原学区防災まちづくり構想』の策定に向けたワークショップを行いました。   

 当日は，自主防災会町部長など約 30名の方が参加され，住みやすく災害に強

いまちを実現するため，具体的な防災まちづくりの取組や六原学区の「まちの将

来像」について意見交換を行いました。今回のご意見を踏まえ，引き続き，『六

原学区防災まちづくり会議』で検討を進めます。 

 

防災まちづくり版 vol.6 

通常の会議形式では

なく，４つのグループ

に分かれて意見交換

を行いました。 

八坂会 

・愛宕会 
清水会 

若宮会・ 

東山会・泉会 

鴨川会 

・大和会 

『防災まちづくり構想』とは 

 平成２４年度から『防災まち 

づくり会議』が取り組んできた 

六原学区の防災まちづくりに 

ついて，今後，末永く取組を進 

めていくために，目指す方向性 

や今後取り組んでいくべき対 

策等について，計画を作るもの 

です。 

最後は，グループごと

に，意見交換の内容を

発表し，共有しました。 

ポストイットや地図

にたくさんの意見を

書き込みました。 
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■轆轤町にある２つの袋路をつなぐ緊急避難扉が完成しました！ 

袋路は，地震等の災害時に建物が倒れると逃げ道を失う可能性があり，「防災

まちづくりに関する住民アンケート調査」や，町部長リーダー研修等で，対策の

必要性について多くのご意見をいただいていました。こうしたことから，所有者

の方のご理解・ご協力のもと，『防災まちづくり会議』メンバーで京都府建築士

会の能戸謙介さんが計画を作り，避難扉を設置しました。六原学区には袋路が数

多くあります。避難扉の設置には，京都市の助成制度もありますので，ご協力い

ただける方は，お気軽に『防災まちづくり会議』メンバーまでご相談ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「六原フェスタ 2014」で防災まちづくりを楽しく学びました！ 

 「六原フェスタ 2014(10/26(日))」において，みんなが楽しく防災まちづくり

を学べるイベントを実施しました。やすらぎ・ふれあい館では，防災まちづくり

活動のＰＲや建物の耐震化の大切を学ぶ講座を，六原公園では，楽しみながら消

火器の使い方を学ぶ「水消火器で的当てゲーム」をそれぞれ開催しました。 

 

 

 

的は昨年よりも 
バージョンアップ！ 

 

東山消防署のみ
なさんが手ほど
きしながら水消
火器を体験！ 

 

建築士会メンバーによ
る建物の揺れ方をゲ
ーム感覚で学ぶ講座 

 

設 置 後 

六原学区で
は２箇所目
の整備にな
りました！ 

緊急避難経路整備費助成事業 
 内 容：袋路から複数の方向に通り抜け

られるようにする工事 

 助成額：上限３０万円（全額補助） 

 問合せ先：京都市まち再生・創造推進室 

     （密集市街地・細街路対策担当） 

 電 話：２２２－３５０３ 

 

この制度を活
用しました！ 

袋路同士を隔
てていた危険
な塀を撤去し
ました！ 

設 置 前 私が計画を作
りました！ 私が取りまと

めました！ 


